
「留学生と地域社会」

―留学生を通ずる新たな国際交流の視点を探る―

阿 波 村 稔

は じ め に

1 . 留学生 ア ドバ イ ジ ン グと い う仕事

1 - 1 . き っ か け

1
-

2 . 日仏交流 と留学生

2 . 新潟大学と留学生

2
-

1 . 日本人学生 によ るボラ ン タリ
ー

な活動

2 - 2 . 留学生 間の 交流 ･ 支援

3 . 留学生 と地域交流

3
-

1 . 山古志村プ ロ ジ ェ ク ト

3
-

2 .
F A C E - N E T の 立ち上げ｡

3
- 3 . ｢ 給合学習+ と留学生

(資料) : IS A N シ ン ポジウ ム 講演録

K e y W o r d s : 留学生､ 留学生 ア ドバイ ジ ン グ､ 国際交流､ 地域交流 ､ 総合学習

は じ め に

4 月 に初めて大学教員と して留学生セ ン タ ー に赴任 した ｡ 新潟は ､ は じめ て の 地で あり､

留学生 の 生活相談 ･ 指導もは じめ て の 経験 で ある｡ 前任 の 中村先生 の 紀要 に書か れた ｢ 引き

継ぎ書+ を座右の 銘としながら の
一

年間で あ っ た｡ その 中で も印象に残る留学生との 新し い

試み ､ 地域 の方 々 と の 素晴らし い 出会 い が あり､ 留学生を通 した
⊥

っ の 国際交流 の あり方を

模索で きた の で は か ､ かと考えて い る ｡ 本稿で は留学生 セ ン タ
ー

に勤めるき っ かけとな っ た

前任地 フ ラ ン ス で の 国際交流 ､ 新潟で の 新 し い プ ロ ジ ェ ク ト､ 留学生 自身によ る新 し い 活動

を振り返りながら､ 今後､ 大学丁留学生 ･ 地域 の 結び つ きの 中から の 国際交流の あらたな可

能性を探 っ て い きた い ｡

-

1
-



1
. 留学生 ア ドバ イジングと い う仕事

I
-

I . き っ か け

1 ) 昨年 の 3 月 ま で は ､ 日本 の銀行 の パ リ支店で支店経営 の 仕事を して い た ｡ 歴史 の ある海

外 ､ 国際業務を中心とする銀行だ っ た の で ､ 赴任地 で の 日本人会 とか商工会議所 ､ 日本人

学校 の 経営等 にもボ ラ ン タリ
ー

で携 わ る機会が多く ､ 銀行 の 業務 の 合間にその 国の 官公

庁､ 企業､ 地域 の 国際交流関係者や 団体と の付き合 い を余儀なくされた ｡ 日本の銀行をめ

ぐる経済環境は9 0 年代 に入 っ て 急速 に悪化 し､ 利益を維持する には営業活動に専念 し て ､

一

方 で ､ 経費 の 圧縮をはか る必要があ っ た ｡ そ こ で ､ 収益を生まな い 外部 で の奉仕的な仕

事 は見直 して は どうか と いう議論も幾度となく繰り返され ､ 民間企業と して の 赴任地で の

地域との 交流活動 は相当厳 し い 状況にな っ て い た ｡

2 ) 一 方 ､ 欧州経済が E U の 統合を成 し遂げ独仏を中心 とする大きな市場が形成さ れた こ と

もあ っ て ､ 日本 の 製造業 の フ ラ ン ス - の 進出は､ 自動車産業 を中心 に年 々 盛ん にな っ て い

た｡
パ リ の 日本人学校は ､ 欧州でも数少な い児童 ･ 生徒数が増えて い る学校である ｡ 海外

の 国際交流 の担 い 手は ､ 今や ､ 商社や銀行 で はなく メ ー カ ー

に移 っ て い く べ きだと思 っ た｡

た だ ､ い ざ役員に な っ て ボラ ン タ リ
ー

にそ の 役 回りを引き受 けて くれ る会社 は多くは な

い ○ や はり､ 銀行と い うの は ､ 本来 ､ 多くの 顧客 と取引を行 い ､ 預金を預かり ､ ア ド バ イ

ス も行な っ て い るわ けで ､ 地域 の 中でも 一 定の社会的役割を果す べ きだと思 っ て い る ｡

3 ) こ の ような環境 の もとで ､ 最後 の 2 年間は在仏商工会議所 の 会頭を務め させ て い た だ い

た○ フ ラ ン ス の 企業や地方 の ト ッ プや各種 の 国際交流団体と の 交流活動が非常 に活発 で昼

夜忙殺されたが､ こ の 間に留学生に関わる教育､ ア ドバイ シ ン グ業務に関心を持 つ ように

な っ た ｡

1 - 2 . 日仏交涜と留学生

1 ) 歴史的にも大変良好な今日 の 日仏関係を考える時､ 忘れてならな い の が､ 在仏日本人社

会を-積極的に支援 してくれ る親日派フ ラ ン ス 人の存在 で ある ｡ フ ラ ン ス の1 9 6 0 年代 は､ 6 8

年をピ ー

ク とする学生運動 の 盛り上が りの なか で ､ 思想的に は中国 の ｢ 文化大革命+ の思

想的な流れが
一

世を風摩 し､ 優秀な学生 は留学先と して 中国を目指 した ｡ 志願 し て も留学

の 粋が取れず溢れる状況だ っ たらし い
｡ 当時､ 若くして 中国 へ の 留学を目指し果たせ なか っ

た学生 は､ 次善 の 留学先と して日本を選択 した ｡ こ れ には ､ 後 日談が ある ｡ 当時 の エ リ
ー

トと呼ば れる人たちは ､ 中国にあこ がれ て渡申したが ､ 留学先で見たもの 経験 した もの は

文化革命下 の 固有の 文化 に対する劣悪 な教育環境 と思想教育だ っ た ｡ 文化に誇りをも つ 国

民として こ の状況は許し難か っ たと いう｡ 多くの 留学生は失望して帰国したそうだ｡

2 )
一

方､ 現在､ 日仏交流 の 中心とな っ て定年後も献身的に活動 して くれ て い る フ ラ ン ス の
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有力者の
一 人は､ こ の 時期 の 日本 - の 留学生で あ っ た｡ その 時期 に日本に夫妻で派遣され

た多く の 留学生は ､ 当時 の 日本 における手厚 い もて なしに感激 し､ 帰国後 ､ その夫人達が

中心とな っ て ｢ すずかけ の 会+ と い う親睦会を創 っ た ｡ 槍勢約100 名で 日仏半々 , 活動も

｢ 日本人 の た め の フ ラ ン ス 講座+ ､ ｢ フ ラ ン ス 人の た め の 日本語講座+ の ほか ､ 種 々 の 美術 ､

専門的な講座や文化イ ベ ン トが分科会形式で 開催 され て い る ｡ 最近で は ､ 若 い 日本の 駐在

員の 夫人も参加 して 異国 で の 生活 に早く慣れ ､ そ の 国の 文化 に親 しむ上で 大きな手助 けと

な っ て感謝されて い る ｡

3 ) 在仏 の 日本商工会議所 の 活動 は､ 官民 の 日仏関係を通 じて育まれた地域社会で の い ろ い

ろ な催 しや国際交流 へ の 参加 の 機会が 目白押 しだ っ た ｡ 春 ･ 秋の シ ー ズ ンともなる と銀行

の 内部との 仕事の ス ケ ジ ュ
ー ル調整に大 い に苦労した｡ それでも､ 出来るだけ時間を割い

て嘩々 の 団体 の イ ベ ン ト に顔を出す の は半 ば義務だと思 っ 七参加 した ｡ ｢ 郷 に い っ て は郷

に従 え+ と いう こ と わ ざがある ｡ 退屈 で冗長な会合が あ っ たり､ 夜半まで会話 の 続くデ ィ

ナ
ー

があ っ て も ､ こ の よう な機会に付 き合 っ て こ そ ､ 真 の交流が芽生え育 っ て い くも の だ

と感じるようにな っ た｡

4 ) 日本で は ､ 最近､ 外資系の 進出が 目覚しく､ ル ノ ー の ニ ッ サ ン へ の 資本参加 ､ カ ル フ ー

ル の 日本進出､
エ ル メ ス の 銀座店 の 開店など､ 特 に フ ラ ン ス 資本 の 進出が顕著 で ある ｡ こ

れら進出の基礎を つ く っ た の が ､ 195 0 - 6 0 年代の 日本 へ の 留学生で ある ｡ 彼らが在日の フ

ラ ン ス 商工会議所で8 0 年代か ら活発に活動 し､ 日本 の 良さ､ 潜在力を評価 し､ 帰 国後 フ ラ

ン ス 人の 啓蒙に努め てくれて い る｡

5 ) 最近､ y
､ ろ んな意味で注目を浴び て い る企業､ たとえば新生銀行 (イ ン ド人) ､

ニ ッ サ

ン′( フ ラ ン ス 人) ､ マ ク ドナ ル ド (米国人) な どで外 国か ら の 専門性をも つ 若 い 優秀 な人

材が活躍 して い る ｡ 日本 の 産業 ･ 経済全体が古 い 体質 の 部分に引きずられ て閉塞感が漂 っ

て い る中で ､ 日本人が外 国の 若 い 新鮮な感性 を持 つ 人材と も っ とも っ と交流をもち､

一 方

では ､ 留学生に日本を理解してもら っ て あらゆ る方面で活躍 してもらうこ とが ､ 今の 日本

を活性化 させ る重要な鍵で はな い かと思う｡

2 . 新潟大学と留学生

以上 の ような経験 の 中で ､ 留学生 に対するケ ア
- の大切さを認識 し､ 自分自身の 海外経験､

とりわ け､ パ リ におけるボ ラ ン タリ
ー

の ｢ 公務+ 通 じて得 られた地域 ･ 国際交流 の 貴重な経

験を生かすこ と の で きる絶好 の職場 と し て ､ 新潟大学 の ｢ 留学 セ ン タ ー + で の 留学生 ア ドバ

イ ジ ン グを中心とする仕事に興味を持 っ た ｡ 幸 い にも昨年 4 月か らその 機会を得て留学生 の

生活相談 ･ 指導にあた っ てきた ｡
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新潟大学にお ける受入 れ留学生 に対するサ
ー ビス 態勢に つ い て は､ 他 の大学と同様に留学

生セ ン タ ー

が中心とな っ て全学的に行な っ て い るが､ それに加えて ボラ ン タリ
ー な日本人学

生によ る活動や留学生 自身 の組織化 された活動 が非常に盛ん である ｡ まだ ､ 留学生 の 生活 の

す ベ て の 分野をカ バ ー する には到 っ て い か ､ が ､ 地域社会 と の 関係 で ､ 日本人学生､ 留学生

と大学 の教官が
一 体とな っ て 地域 の交流活動に従事出来れば ､ 大きな力となる こ と は間違 い

か ､
｡ こ の 点に つ い て は､ 6 月2 7 日に静岡大学で行なわれた文部科学省等の 主催する ｢ 留学

生交流研究協議会+ の シ ン ポ ジウ ム で パ ネリ ス ト の ひとりと し て発表 した ｡

( 荏) 平成1 4 年度 留学生交流協議会報告書 ( 中部 ･ 近畿地区) p . 1 5 5
-

1 5 9

2 - 1 . 日本人学生によるボランタリ ー な活動

1 ) 本学に は｢ 国際ボラ ン テ ィ ア サ
ー

ク ル+ (通称｢ 国ボ ラ+) と い う学内 の サ
ー

ク ル がある｡

法学部 の先生 の 指導により1 9 9 3 年に結成され ､ 県 レ ベ ル の 国際ボ ラ ン タリ ー サ ー ク ル にも

属 して い る ｡ 留学生 が増えた9 6 年くら い か ら活発 にな っ て 今 で も1 0 0 名程度 の サ
ー

ク ル 貞

がおり､ 60 名前後 の学生が実際に活動して い る｡ 4 月 ､ 10 月 には到着する留学生 の 駅や空

港 へ の お迎え､ 学内 ツ ア
ー

､ 新潟 で の生活案内を留学生 と共 に行な っ て い る ｡ また ､ 毎月

0 の 付く日に は国際交流会館で夕刻 ｢ コ ー ヒ ー

ア ワ
ー

+ と して ､ 交流 の パ ー

テ ィ ー を企画

して い る ｡ 月に 3 回 は行 なわれ ると い う こ と で ､ 新入 の 留学生 にと っ て は先輩 ､ 日本人学

- 生との かけがえの な い 情報交換 の 場とな っ て い る｡

2 ) こ の他 ､ 季節 に合 わせて様 々 なイ ベ ン トが行なわれ て い るが ､ ユ ニ ー

クなの は ､ こ の サ ー

ク ル が中心と な っ て 留学生 セ ン タ ー で 週 2 時限､ 2 ク ラ ス の 日本語教室を初級 ､ 中級に分

けておこな っ て い る ことで ある ｡ 参加は ､ 日本人の 学生 ､ 新人 の留学生 ､ 学内の 留学生を

含め て オ ー プ ン で ある｡ 正規 の 授業 で はな い が ､ 外国人 に日本語を将来教えた い と いう学

生と留学生と の い い 情報交換 の 場とな っ てお り､ 最近 の 学生用語や ､ 専門の 分野 の 日本語

に つ い て の 疑問を日本人学生を つ か まえ て 質問して い る｡

3 ) 留学生の ため の 課外活動を実施する際､ こ の ｢ 国ボラ+ に助けて もら っ た ｡ 特に ､ 今年

度は春か ら新 し い｢ 山古志村 プ ロ ジ ェ ク ト+ を年間 3 回の シリ ー ズ で立ち上 げ実施 した が､

廃校を利用 して自炊 で の 田植 ､ 稲刈りだ っ た の で ､ 日本人学生 の 手助 けは大 い に助 か っ た｡

2 -

2･ ･ 留学生間の支流 ･ 支援･ -

｢新潟大学留学生会+ を中心 とす る活動

1) 本学 で は､ 留学生 の 問お よ び留学生に対す る情報 の伝達､ 交換 ､ 交涜活動が組織的に行

なわれて い る ｡ こ れは前任 の先生によ る各国代表者を集め て の ホ
ー ム バ ー

テ イ ､ こ れをき っ

か けと した留学生会 の 結成 によ るとこ ろ が大 き い ｡ 新潟大学留学生会 (通称 IS A N) は 一

昨年 ( 2 0 0 1 年 の春) 結成され た ｡ 世界を1 5 の 国の 地域 ･ 言語圏に分け､ それ ぞれ の代表が

理事と なる ｡ 中国 の代表が 2 人 い る の で1 6 人の理事によ っ て 構成 され理事会が毎月 一 回開
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催され て い る ｡ 理事 の任期は
一

年 で ､ 理事 の 互選により会長が選出され る｡ 理事会は留学

生セ ン タ ー の 地域交洗促進室で行なわれ ､ 議題 に応 じて地域 の ボラ ン テ ィ ア の 団体､ 小学

校 の教員も参加 して い る｡ また ､ 相談指導部門 の教官 (小職) が顧問を務め て い る ｡

2 ) IS A N の 主な役割は ､ ①留学生 同士 の 支援 ②大学 に対す る窓口 ③ 地域社会 と の連携

の 窓口 であり ､ 県市町村それぞれ の との交流､ 自主的なシ ンポジウ ム等の 開催と数 々 の実

績がある ｡ 本年度 は､ ワ
ー ル ドカ ッ プ20 0 2 新潟大会 ( 6 月) の 開催 ､ で留学生 に対して 地

域か らの 各種イ ベ ント へ の 支援要請が多くあ っ た ｡ また ､ 恒例 の 内野市民運動会 ( 6 月)

へ の 参加 ､ 県教育委員会か ら の 依頼に よ る交流会 ( 7 月) ､ 1 0 月 に は ､ 新潟 の ふ るさ と村

で の 2 日間 の ｢ 地球市民 フ ェ ス テ ィ バ ル+ で の
一

部の 企画 ･ 運営を県か ら予算付きで任 さ

れ たが ､ 2 0 カ国80 人以上 の留学生を動員 して見事に成 し遂 げた o

3 ) また ､ 1 1 月 には ｢ 留学生 の 役割と日本社会 - の貢献+ と慈 した シ ン ポ ジ ウ ム を県の 交流

委員会､ 大学 の 支援 の 下 ､ 開催 した ｡ IS A N の 理事メ ン バ ー

が中心 とな っ て 自主的 に早く

か ら企画を練り ､ 留学生を送り出す側か らフ ィ リ ピ ン の大使館の文化担当官､ 受け入れる

側 と してア ジア
･ シ ー ドか らの講演者招 き､ 留学生 ､ 日本人学生を交えて ､ アジ アと の 留

学生交流 の 大切 さな どをテ
ー

マ に活発な討論が行 なわ れた ｡

(資料 : シ ン ポ ジウ ム の 講演録参照)

4 ) 留学生と地域 の つ ながりに特記す べ き事項と して ､ 小 中学校 ･ 公民館な どの 『国際理解

教育』- の場 に対する留学生 の 派遣が ある｡ 詳 し い 経緯と実績 ､ 今後 の方向性 に つ い て は､

後述 の ｢ 総合学習 へ の取り観み+ をお読み い ただ
一
きた い が ､ 県下 の 2 0 以上 の 小中学校 ､ 公

民館に教師として派遣した ｡ こ の 取り組み は ､ 留学生セ ン タ
ー の 事務 ･ 教官によ る地域支

援事業で もあるが ､ 具体的な人選にあ
.
た っ ては ､ IS A N の ネ ッ トワ ー ク の貢献が大き い ｡

5 ) 新潟独 自の文化拠点と して の 利点を生か すと い う観点か らは ､ 本年度は｢ 琴リ ン ピ ッ ク+

と いう大正琴 の 全国 レベ ル の コ ンサ ー トに ､ 16 人の留学生が急速練習して参加し大変好評

を博 した ｡ こ れ には 当初 ､ 市 の文化部長か ら の 誘 い か けが あり､ 留学生自身が大正琴を縁

に月本の 歌に挑戦 したもの で ､ 今 で はイ ベ ン ト の 度に披露できる腕前 にな っ て い る ｡

.
そも

そも新潟は大正琴愛好家 の 多い 地域 で あり､ そ の後 ､ 地域 の 住民と の 交流会 で の 演奏 も行 っ

て ､ 新潟の 地域社会と の 交流 ､ とりわけ文化を通じた国際交流 に
一

役買 っ て い る o

3 . 留学生と地域交流

- - 地域社会からの 支援､ 支援を超えて交流 ヘ -
-

新潟大学 の 留学生 に対 して は ､ 地域 の ボ ラ ン テ ィ ア の 人 々 ､ 団体か ら各種 の 支援が行なわ

れて い る ｡ バ ザ ー の 開催､ 各種 パ ー テ ィ ー

､ ホ
ー ム ス テイなどg) プ ロ グラ ム ､ また ､ 日本文

-

5
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化を直接に体験する意味で の 地区運動会､ 夏の キャ ン プ､ 夏祭りや民謡流 し､ 冬の ス キ ー へ

の 招待な ど､ 数 々 の 機会が存在す る｡ こ れ らは､ い わゆ るイ ベ ン ト塑の 国際交淀 で あり､ こ

の 重要性を否定す る必要はな い が ､ より深 い 交流を目指す工 夫とその イ ン フ ラ作りも必要 に

な っ て くる｡ こ の 意味か ら､ 本年度取り組んだ 3 つ の事業を紹介 した い ｡

3 - 1 . 山古志村 プ ロ ジ ェ ク ト

1 ) 経 緯 :

( 1) こ の プ ロ ジ ェ ク トは､ 小千谷を東 に登 っ た古志郡山古志村 の休耕田 を利用 し､ 村 の 人た

ちと 一

緒に､ まぼろ しの もち釆 ｢梅三郎+ を育て上げる留学生セ ン タ
ー と山古志村の共同

プ ロ ジ ェ ク ト で ある ｡ そ もそ もは過疎か ら廃校 に追 い 込まれ た山古志村 の小学校 の 校舎と

すぐ近く の 教員宿舎が空家 にな っ て い た もの を留学生な どの た め に使えな い か と の 話が ､

同村出身 の新潟大学の 先生 か らあ っ た の がき っ か けで ある｡ 留学生 セ ン タ
ー

が こ れ に即座

に呼応 して現地を視察し､ その 後､ ｢ 山古志村プ ロ ジ ェ ク ト+ として立ち上げ､ 留学生､ ｢ 国

ボ ラ+ の 代表者な どが訪問 して 始ま っ た ｡ 山古志村 は自然が豊か で ､ 美 し い 棚田が残さ れ

て い る他 ､ 千年にわた る伝統をも つ 牛の 角突きな ど日本の 原点を残 して い る村である ｡ 春 ､

夏 ､ 秋､ 冬 それ ぞれ ､ 山菜取りか ら ､ 雪の 中で の 火祭りま で様 々 な計画が立 て られ ､ 何れ

も参加者が予想外に満足する結果とな っ て い た｡ また､ これがき っ かけで村の役場に留学

生 が国際交流員と して
一

年間就職する こ とも実現 した ｡

( 2) こ の ような昨年度ま で の 実績 をもと に､ 留学生 の 間で は､ 美 し い 棚 田 で ｢ 田植+ は で き

な い かと いう声が起 こり､ 着任草々 ､ 村の 方々 との 交渉を行なうこととな っ た｡ その結果､

村の 役場 の骨折りで東竹沢地区の 休耕田を貸 し て くれ る方を見 つ けて もら い ､ そ の 地区全

体 の プ ロ ジ ェ ク トと して ｢ 田植+ ､ ｢稲刈り+ を計画 しようと いうこ と とな っ た｡ そ の 上 ､

苗は ､ そ の 土地 で もまぼろ しとな っ て い た 『梅三郎』 と い うもち米を植 えようと い う こ と

にな っ て ､ 冬に は獲れた もち米で留学生が餅つ き､ ｢ かまくら+ を作 っ て 中で頬張ろうと

いう ｢ 田植 ､ 稲刈り､ 餅 つ きの 三部作+ の 計画に発展 した ｡

2 ) 本年度の取り組み :

( 1) こ の ような経緯があ っ て ､ 5 月 には､ 鷺の 鳴く棚田で の ｢ 田植+ が実現 した｡ 前日､ 村

に入り手掘り ト ンネルを見学 したあと ､ 教員宿舎で自炊と共同生活でみ んなの呼吸はぴ っ

た り合 っ た ｡ 翌 朝､ 早くか ら村の 人の 軽 トラ ッ ク で ｢ 我らが 田ん ぼ+ に向か い 留学生 と日

本人学生 も加わり2 0 人で ､ 田んぼ の ぬ か るみ と の 格闘が始ま っ た ｡ 村の 人は伝統的な手法

でと いう願 い もあ っ て ､ 田植の前には六角形の木枠によ っ て区画を ｢枠決め+ することを

復活させ た ｡

(2) 9 月 に は炎天 下 で 留学生1 5 名が参加 し て稲刈り を実施 した ｡ 実 っ た稲 は ｢ 手刈り+ ､ そ

の後 ､ 自ら結 っ た わ ら縄 で ｢ まる けて+ ､ 急勾配の 杉林 の 幹の 間に ｢ はさ架け+ し自然乾

-
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燥させ た ｡ 村 の 人 々 に と っ て ､ 田植 ､ 稲刈り等 の 農作業 の後 は､ 村あげて の小さな
"

お祭

り
' '

となる ｡ 今年は ､ こ れ に留学生 をま じえた交流 が加 わ っ た ｡

( 3) 留学生 と の 交流会に は ､ 回を重 ねる ごと に新 し い 顔 ぶ れ が加わ る ｡ ｢ 来串の 春 に は古 い

田植歌を是非 聞か せ て くだ さ い ｡ + ､ ｢ 今 日 ､ 生まれて初 め て 外 国 の 人と話 した ｡ 遠く の 異

国の歴史を直に教えて もら っ た ｡ 短 い 間で 学んだ留学生 の 日本語に はび っ くりだ ｡ 来年も

是非来てくれ ｡+ と い っ た会話でお酒もお国自慢も盛り上が っ た｡

(4) 冬 の 山古志 は 3 メ ー

ト ル を越える雪 に覆わ れ る｡ 今年 の 2 月 には 自分達で育て たもち米

で餅を つ き､ かまくら の 中で夜通 し語り合 い なが ら頬張 ると い う ｢ かまく らま つ り+ フ獅す

の好意で実現 した｡ こ の 村をあげて の 祭りに､ 長岡科学技術大学の 留学生 にも声をかけた

こ と もあ っ て ､ 総勢7 0 人の 学生が参加 し､ 村の バ ン ドも特別出演 した ｡ 村の 年寄り の 昔か

ら の 知恵を頼りに巨大なかまく ら､ 雪灯ろうを つ くり交代 して餅を つ き､ 夜 を徹 して の 交

流会で ､ 留学生は雪国 の暮 ら しを思う存分楽 しんだ ｡

( 5) こ の プ ロ ジ ェ ク ト で は ､ 留学生 セ ン タ ー は交通手段を提供 し､ 村の 人 々 が農作業を指導

して の 共同作業 ､ そして ､ 村の お年寄りが雪国 の伝統的なま つ りを企画 してくれた ｡ 交流

会 で は ､ 村 の 人た ちの 炊き出しか ら始ま っ て ､ 宿舎 の 手配な ど山古志村役場 の 全面的 バ ッ

ク ア ッ プがあ っ た｡

(6) こう して ､ まぼろ しの もち米
` `

梅三 郎
' '

プ ロ ジ ェ ク ト ｢ 田植+ ｢稲刈り+ ｢ か まくら+ の

三部作 の
一

年目は終 っ た ｡ ｢ 教える は学 ぶ の 半ば+ と い う言葉が ある ｡ 今年 4 月 に新潟に

着任した私にと っ て ､ 新入の 留学生と の こ の プ ロ ジ ェ ク トは ､ 日本 の原点を体験するまた

とな い 貴重なチ ャ ン ス だ っ た ｡ 異文化 と の接触 にお い ては ｢ 文化変容 の カ ー ブ+ か らも最

初の 6 ケ月 - 一 年間が最も大切な時期で あり､ 参加 した新入 の 留学生達にと っ て も忘 れ得

ぬ新鮮 な体験 とな っ た こ とだ ろう｡ こ の 間の 経緯 に つ い て は ､ 新潟大学 ｢ 学報+ (平成1 4

年10 月号23 頁､ ｢教育研究情報+) にも寄稿した ｡

3 - 2 . F A C E
-

N E T の立ち上 げ｡

1 ) 留学生セ ン タ ー で は ､ 毎年､ 留学生を中心と した様 々 な地域と の交流 の 機会を設 けて い

る ｡ イ ベ ン ト型の 交流 に加えて ､ 留学生 の持 っ て い る言語 ､ 文化面で の知識､ ノ ウ ハ ウを

短 い 時間で吸収 した い と の 発想か ら､ 小中学校 の 総合学習 の 時間に､ 多くの派遣要請が寄

せ られ て い る｡ た だ ､ 外国人を招蒋 して 一 方的に異文化 を教 わる と い う授業も必要だが ､

受け入 れる側も与えられ るもの を持 っ て 交流を進め て い くこ とが大切 で ある ｡ また ､ 日 頃

の 相互理解とそれを仲介する役害f)75 ミ重要性である ｡ こ の ような様々 な形で の留学生によ る

地域で の 交流 の 機会を､ 4 00 人余の 留学生 にす べ て の 行事の 情報をタイム リ
ー

に伝達する

こ と は､ 大変困難で ある と気 づ い た ｡ 留学生課 ､ 各部局 に貼 り紙を して も､ 広 い キ ヤ ン パ
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ス で は目に触れ る機会も少な い ｡ また ､ 小中学校 の 給合学習 へ の 派遣要請があ っ たときに

も､ 留学生 の 中でタイム リ ー にか つ 的確な人材を探 しあて る には限界がある ｡

2 ) ｢ F A C E
-

N E T 新潟+ は､ こ の ような現実的な こ - ズか ら ､ 課外活動 の 情報や 地域か ら

の留学生派遣要請を速やか に伝達する手段 と して立ち上げた ｡ その 趣旨と活用方法は以下

の通りで ､ 地域 ､ 留学生 に メ ン バ ー と して の登録を募 っ て い る ｡

｢ F A C E - N E T 新潟と は ? + -

以下J 呼びか けの 要約

(1) F A C E とは ､ F ri e n d s hip A n d C ult u r al E x c h a n g e の 略称 である ｡ F A C E - N E T 新潟(以

下 F A C E と略す) は ､ 新潟大学 の留学生と 日本人 の ボ ラ ン テ ィ ア が ､ 基本的に は
一

対
一

で交流するた め の f a c e t o f a c e の ネ ッ ト ワ ー クである ｡ F A C E で は ､ 日本語で 日本人と交

揺す る こ とを原則 と し て い
､ る｡ 日本語を話そうと い う意欲 の ある留学生なら誰 でも参加 で

きる ｡ 留学生 の ほか ､ 家族 ､ 外国人研究員や研究員な ども参加 できる こ とと した ｡

( 2) 留学生 セ ン タ
ー

は ､ こ の ネ ッ トワ
ー

ク の 拠点と して ､ 国際交洗活動 の情報 の取りまとめ

や配布を行なう｡ ( 日本語教室､ ホ
ー ム ス テイ ､ 村 へ の ツ ア

ー

､ コ ン サ
ー

ト､ バ ザ ー の 案

内な ど) また､ ｢ 総合学習+ - の 派遣など､ お 互 い の ニ ー ズか ら の 出来るだ けの 出会 い を

実現させ た い と考えて い る ｡

( 3) 留学生 と日本人の 方の お互 い の ニ ー ズ を発掘 し､ そ の 中か ら数多く の 出会 い を実現す る

ため に､ F A C E
-

N E T の メ ン バ ー に登録す る こ とをお勧め する ｡ メ ン バ ー

にな る には ､

申込書の 記入と､ 皆さん の特技､ 活動をあらか じめ登録 して い ただくア ン ケ
ー

トも記入く

ださ い ｡ また ､ E
-

メ
ー ル の登録は不可欠 で ある ｡

3 ) こ の試み を､ 公開講座 の場 で も紹介 したと こ ろ ､ 多く の地域ボラ ン テ ィ ア の 方 々 か ら好

意的な反応があ っ た｡

一

方､ 留学生には ､ 翻訳も つ けて配布中であり､ こ れまで小中学校

へ の 派遣要請 に応 じてくれ た学生 を中心 に登録 が進ん で い る ｡ また ､ こ の 考えを教養 の授

業 ｢ 留学生 と国際化+ で 授業 の 感想文 を書かせ たと こ ろ ､ 大多数 の 日本人学生が留学生 と

の交流を望ん で い る の にそ の 具体的な手立 てを見出 し得な い と いう事実 に気が付 い た ｡ そ

こで こ の F A C E の趣旨を話したと こち､ 多くの 賛同者がで てきて､ 留学生 ･ 日本人学生 ･

地域住民 の ネ ッ ト ワ
ー

クを つ くるにも有効だと い う こ とが わか っ て きた ｡

4 ) こ の F A C E
-

N E T の ネ ッ ト ワ ー クは ､ 留学生 と大学 ･ 地域社会を結 ぶ い わば ハ ブ( ネ ッ

トワ
ー

ク の 中継地) として のイ ン フ ラである｡ その 利用方法に つ い て は ､ 情報 の 伝達か ら

始ま っ て ､ メ ー

リ ン グリ ス ト的な情報交換 ､ また ､

一

歩進んで ､ それ ぞれ の ニ ー ズ の マ ッ

チ ン グ (結 び付け) まで考えられ る ｡ い ずれ にせ よ ､ 留学生課 ､ 留学生 セ ン タ ー の教官が

中心にな っ て試行錯誤 の 中で少 しず つ そ の 利用法を広 げて い く つ もり で ある｡
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3 - 3 . ｢ 総合学習+ と留学生

1 ) ｢ 捻合学習+ とは､ 下記の 文部省の ホ
ー ム ペ ー ジに示 されて い る通り､ 正式に は 『縁合

的な学習 の 時間』 の なか で本年度か ら本格的に実施され る こ ととな っ た小 中学校 の 学習活

動 で ある｡ その趣 旨か ら ｢ 国際理解教育+ が
一

つ の柱と して 掲げられ ､ 留学生が 身近に生

活 して い る地域 で は ､ 留学生を活用 した授業や催 しが盛んに な っ て い る ｡ /ト中学校 の 児童 ･

生徒にと っ て ､ 留学生から直に外国の 生活 ･ 文化の紹介を受け､ 直接疑問点などを質問で

きる こ とは ､ 新鮮な異文化体験 が教室 で実現 で きる こ と と なる ｡ とりわけ､ 異国の 高等教

育機関で 学ぶ留学生 の持 つ 国際的に通用す る高 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技法は大きな刺激と

な っ て い る｡

一

方､ 留学生 に と っ て は ､ 専門分野 の 学業 の合 間に地域社会貢献 の 意味か ら､

ボラ ン タリ ー に派遣要請に応えているもの で あるが ､ 日本の 地域 の 教育現場に直接触れ日

本語 で 自国を語 る こ とは ､ より高度な日本語 の修得と より深 い 日本理解 に つ なが る こ とと

なる ｡

2 ) 新潟大学には4P カ 国以上 の 固か らの40 0 人を超える留学生が学んで おり､ 留学生を通 じ

た数 々 の 国際交流 の 場を提供 して い る｡ 留学生 セ ン タ ー で は ､ ｢ 捻合学習+ の 本格 的な実

施に先立 っ て数年前より留学生を小中学校 へ の 派遣を実施 して きた経緯がある ｡ 試行錯誤

の段階 で もあり派遣に際 して の ル ー ル もなか っ た が ､ 市 の教育委員会と の 話 し合 い で小中

学校から の正式な派遣依頼を留学生課に提出してもら い 留学生セ ン タ
ー で適当な人材を斡

旋する こ とと した ｡ 留学生を地域 の 貴重な資源と考 え､ 留学生によ る こ の種 の 活動 は､ 受

入れ側 ､ 留学生双方に と っ て身近に異文化 に接す る こ と の できる貴重な国際交流 の 場であ

ると の観点か ら ､ 大学 と して もで きる限り の 派遣要請に応えてきた ｡

3 ) 本年度は ､ 本格実施 の初年度として多くの 派遣要請が あ っ た ｡ 実施に際 して は ､ 授業内

容 の モ ニ タ ー と今後 の 内容 の 充実 の ため ､ 双方か ら実施報告 の提 出をもと めまとめ る こ と

と した ｡ おお むね好意的な評価 がなされ て い るが ､ 事前の 準備期間が十分 にと れな い ､ 児

童 ､ 生徒の より深い 理解の ため に
一 回の 授業で なく継続して実施した い など､ 実施にあた っ

て は改善 の 余地も多々 残 っ て い る ｡ また ､ ｢ 総合学習+ に関す る留学生 へ の 理解 の た め に

｢『総合的な学習』 参加 - の 心得+ を留学生 セ ン タ
ー

で作成 し学生に事前 に配布 で きるよう

に した ｡

4 ) 今後 の 方向性 と しては ､ より深く幅 ひろ い ｢ 国際理解教育+ を実施できる ように､ 派遣

側､ 受入れ側双方で情報交換を密 に して 内容 の 充実を図ると共に ､ 教材や機材 の 面 で の 支

援を行 っ て い く必要がある｡ 具体的に は､ 関係者と専門の 教育研究者を交えた シ ン ポ ジウ

ム の 開催で効果的な授業の 方法に つ い て の 意見交換を行うと共に ､ 派遣にあた っ て ､ プレ

ゼ ン テ
ー

シ ョ ン の機材 の 貸 し出しな ども行 っ て ､ 留学生自身 の負担の 軽減もはか る必要が

ある ｡ また ､ 送り出す大学と しても授業目的 の 明確化､ 適正な留学生 の 選定 ､ さ らに は ニ ー

ズ に応 じた教材 の提供や事前研修 の場 の提供な どで支援を図る こ と が必要で ある｡

ー
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5 ) また ､ 今後､ その 内容 の 改善､ 高度化を果すた めに は､ 大学 の 教官､ 職員だ けで はなく

教育 の 当事者である留学生自身の 手によ る改善努力が生 きた 国際理解教育 の た め にも求め

られ る こ とと な ろう ｡ 大学と して は ､ 自らが地域 と留学生 と の仲介者 になると共 に､ 留学

生によ る こ れまで の活動 の成果を蓄積 し､ 今後 の 活動 に つ い て も十分なサ ポ
ー トを行う必

要がある ｡

6 ) 具体的には ､ 留学生 自身によ る企画 ､ 実施 にあた っ て の 種 々 の サ ポ ー ト態勢を実現 させ

た い ｡ 幸 い に留学生自身によ る支援組織で ある IS A N (新潟大学留学生会) が
一 昨年発足

して活発 に活動して い るが､ その 中にプ ロ ジ ェ ク トチ
ー ムを つ く っ て もら い ､ 派遣授業に

関する実地調査 ､ 必要機器 ･ 機材 の 洗 い 出 し､ さ らには ､ 授業方法 に対する提案も行 わせ

た い
｡

い わば ､ 留学生 自身によ る仮想 の ｢ 派遣事業体+ を立 ち上 げ､ 将来はそ の マ ネジ メ

ン トを任せ る形を模索 してみ て は どうか ｡

( 参考資料)

｢ 総合的な学習 の 時間+ とは

htt p : // w w w . m e x t . g o .j p / a
_
m e n u / s h o t o u / s o u g o u /0 2 05 0 1 .h t m

結びにかえて

留学生は大学 の 宝で ある の み ならず ､ 地域 の 宝物 で ある｡ 留学生が ､ 目的､ 使命感を持 っ

て日本に滞在する間に､ 次世代を担う児童 ･ 生徒や貴重な日本 の 文化を守り育て て い る新潟

の 地域 の 人 々 に直接する こ と の で きる貴重 な機会が ､ ｢ 捻合学習+ や様 々 な文化 ･ 伝統を基

盤と した地域 で の 国際国淀 の場を通 じて 与えられ て い る ｡ こ の ような貴重な機会をも っ と認

識 し､ こ れを意識的に活用する こ と で ､ より深 い 国際交流 ･ 国際理解 に つ なげて い くこ とが

十分 に可能で あると考えて い る ｡

( A b st r a ct)

F r o m m y e x p e ri e n c e of t h e fi r st y e a r a t Nii g at a U ni v e r sit y ,
I fo u n d th a t it i s i m p o rt a n t f o r

th e i n t e r n ati o n al st u d e n t s t o h a v e e n o u g h o p p o rt u niti e s t o h a v e a r e g ul a r c o n t a ct w ith

R〉

c o m m u nit y p e o p l e i n cl u di n g J a p a n e s e st u d e n t s i n th e e a rl y st a g e of t h ei r st a y i n J a p a n . It

i s al s o v e r y i m p o rt a n t f o r c o m m u nit y p e o pl e i n cl u di n g y o u n g g e n e r a ti o n t o h a v e a n e d u -

c a ti o n al a n d a t r a diti o n - b a s e d e x c h a n g e w ith t h e m f o r b ett e r u n d e r st a n di n g of e a c h c ul -

t u r e . T his i s a r e p o rt t o s h o w s e v e r al e x t r a c u r ri c ul a r p r o g r a m s
,

w hi c h I h a v e o r g a ni z e d

a n d d e v el o p e d c o o p e r a ti n g w it h th e I n t e r n a ti o n al St u d e n t Offi c e of Niig a t a U ni v e r sit y .
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